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事 務 連 絡

令和２年４月６日

保護者・関係者 各位

本部町立本部小学校 公 印

校長 上間 忠彦 省 略

新型コロナウィルス感染症拡大防止に係るお知らせ

保護者のみなさま並びに関係者のみなさま、平素より学校教育活動への ご理解と ご協力に

感謝申し上げます。今後とも、子ども達の健やかな成長を願って共に協力して参りましょう。

さて、県教育庁が早々と、４月７日（火）から２週間程度の「県立学校の一斉臨時休校」を

実施することを決定しました。続いて、市町村教育委員会への要請がありました。もうすでに

周知の通り、本町でも下記の通り、臨時休校となっております。

① 期間は、４月７日（火）～４月１９日（日）

② 休校期間中は、児童生徒は 原則、自宅待機とする。

③ 放課後のスポーツ活動、部活動等も実施しないこと。

その理由（根拠）として、

①「全国的に感染が拡大していること。その経路が不明であること。」

②「新入学・進学、職場移転等のシーズンで、県外渡航者やその家族が多数いること。」

（そして、その個々に対して、調査・分析を行うことは、不可能であること。）

従って、一斉一律に「リセット」する期間が、２週間程度の「臨時休校」となったわけです。

お子さんの県外への進学・進級、就職のために、ご家族の皆様は県外へ移動し、その手続き

や、住まい、新生活の準備等を行ったと思います。このような時期ではありますが、親として

は、やらなければならないことです。（本当に、ご苦労様です。）

或いは、本土在住のお子さん（学生さん方）が、春休みで帰省していた可能性も否定出来ま

せん。あらゆる全ての不安に対処する方法が、今は「２週間程度の臨時休校」で様子を観ると

いうことなのです。大切なことは、この臨時休校中に感染がないことを確認することです。

●「自宅で過ごすこと。咳や微熱がないか、倦怠感がないか、確認すること。」

●「手洗い、うがいは、お家でも続けること。（出来れば、アルコール消毒も）」

もし、県外・海外渡航者が、家族（生活を共にする）の中にいる場合は、

●「濃厚接触を避け、なるべく同室に長時間いないこと。検温は欠かさず行うこと。」

●「県外等渡航者の触れた場所は、こまめにアルコール消毒するなど拭き取ること。」
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